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Fig. 4･2からも分かるように1700 cm-1から600 cm･1の領域に多数の吸収バンド
が存在する｡この全てのバンドについて帰属を行うことは困難であるが､文献
を参照して帰属が明らかになったものを示した｡しかしながら1300 cm-1から
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Ag/ Glass基板に試料分子粉末を圧着した｡用いた試料分子は､ PNBA (和光
純薬工業製､ 99.0%)､アデノシン(和光純薬工業製､ 98.0%)､フラーレンC60





























































コントローラー: Di由tal lnstruments製, NanoScope E
AFM装置: DigitalInstruments製,コンタクトAFMシステム,AFM･4
プEj-ブ: veeco製, OTR･8 (0Ⅹide･Sharpened Si3N4 Probe)
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Raman Shift/ cm-1 RamanShift/ cmll
Fig. 4･1･12PNBAのラマンスペクトル

























































































1460 ?CS?V(N7-C5)+5 (C8-H) 
2840 ?V(CH3) 




























































































現する｡また､本来赤外活性なTlu(1)とTlu(2)のピークも507 - 548 cm･1にか





















































すぐに真空チャン′(一内にセットした｡これにAu (石福金属興業､ 99.99 %)













Octandithiol (OD) : HSC8H16SH
Oetadecanthiol (OD甘) : C18H37SH
Fig. 3･6 0D, ODTの分子構造
Auナノクラスターの作製
チオールSAM/Au(111) /マイカ基板上に真空蒸着法でAuナノクラスターを
蒸着した｡蒸着前の真空度は1×1018 Torr程度で､蒸着時の真空度は2 - 5×10･8
33














薄膜表面のAFM像をFig. 412･1 - Fig. 4･2･6に示す｡蒸着膜厚-基板温度の順で､
Fig･ 4･2-1 : 20 nm-300 ℃, Fig･ 41212 : 50 nnl400 oC, Figl 4･2･3 : 70






























SERS (Au:20 nm, 300℃)


























Raman Shi允 / cmll
Fig. 4･2112 0DTにAuを蒸着した時の　　Fig. 412･15 0DにAuを蒸着した時の
SERSスペクトル　　　　　　　　　　　　　SERSスペクトル
まずはSH基が片方にだけ存在するオクタデカンチオール(ODT)について












れてくる直径20 - 30 mm程度の
Auナノクラスターの影響が考えら
Fig.4-2･13An膜競遥RnSmii度プ｡ツト　れる｡ Au蒸着量が6 nnのときで
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